
(4 ) 文化 ・ 芸能分野

① ウ チナ ー チ ャ ン プル ー フ ェ ス タ

ア 日 時
平成18年10月 12 日 （木） ～ 10月 1 5 日 （ 日 ）
10 : 00~ 21 : 00 ( 12 日 の み13 : 00~21 : 00) 

イ

ウ

会 場
宜野湾市海浜公 園 多 目 的広場

主 催
第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委貝

会 （財） 自 治総合セ ン タ ー

◆チ ャ ン プル ー交流祭 （ ス テ ー ジ イ ペン ト ）
野外ス テ ー ジや広場 で は 、 4 日 間 に わ た り 各 国 の

民俗芸能や青年エ ー サ ー 、 地元 ミ ュ ー ジ シ ャ ン に よ
る ス テ ー ジ な どが繰 り 広 げ ら れ た 。 海外県人会 か ら
は 9 団 体 が 出 演 し 琉球舞踊 や 空手 の 派 舞 を 披露 し
た 。 ま た 、 プ ラ ジ ル ・ サ ン パ ウ ロ で活躍す る 県系 3 、
4 世の ア マ チ ュ ア バ ン ド 「 ト ン ト ン ミ ー 」 は 13 日 、

15 日 に 出 演 、 サ ン パ調 に ア レ ン ジ し た 沖縄民謡 な ど
を 演奏 し 会場 を 沸 かせた。

世界の ダ ン ス フ ェ ス テ イ パル で は 、 フ ラ メ ン コ 、
サ ルサ 、 ベ リ ー ダ ン ス な どが披露 さ れ、 ス テ ー ジ と
観客が一緒 に な っ て 盛 り 上がっ た 。

． 
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■チ ャ ン プル ー 交流祭プロ グ ラ ム

＼ 1 0月 1 2 日 （木） 1 0 月 1 3 日 （金） 1 0 月 1 4 日 （土） 1 0月 1 5 日 （ 日 ）

1 2 : 30 
〈 イ ン デ ィ ー ズ フ ェ ス タ 〉

1 3 :  00 
〈子供 エ イ サ ー 〉

ポ イ ス ト ラ プル 、

豊 見城 ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー ク ラ プ HIRUGl. co、 SOUTH

1 4 : 00 
ニ ッ ク ス ・ ハ マ ヤ ー 太鼓／夢宝太鼓 海外移住者子弟研修員 三線サ ー ク ル

〈沖縄民踊 、 ダ ン ス 〉 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 参加者

沖縄県民踊研究会 〈沖縄の芸能〉
さ つ き 保育園 奥武島棒術保存会 〈世界の芸能〉

1 5 : 00 
う る か ク イ チ ャ 愛好会、 N' jami リ ョ ー ハ ウ ォ リ ア ロ ハ 、

〈世界の芸能〉
デユ オ ・ バマ ル カ 、 ト ン ト ン ミ ー 、

ワ シ ン ト ンD. C. 沖縄会、 DFWチ ャ ミ シ ガ ン沖縄県人会 ・ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖

〈世界 に 響 け マ ー チ ン グ〉 ン プル ー 沖縄県人会、 ミ シ ガ ン沖縄県 〈 ヤ ングオキナワンミュ ー ジックフェスタ〉 縄県人会 ＆ ロ ー カ ル沖縄 グル ー プ ・ ヤ

嘉数中学校 、 西原高等学校
人会 ・ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会 ＆ ロ ー mami 、 石川清貴 カ ラ ー ズ

1 6 : 00 
カ ル沖縄 グ ル ー プ

ニ ュ ー タ ウ ナ ー 、 か り ゆ し58
84 〈島唄の世界〉

け ん坊 with ボ ー チ ラ ー ズ 〈 カ ラ オ ケ大会〉
teamく く る 、 黒 島 新 〈スペシャ ルゲスト〉 トレイシ トグチ 〈青年 エ イ サ ー フ ェ ス テ ィ パル〉

1 7 : 00 
〈 ス ペ シ ャ ルゲ ス ト 〉 知花 く ら ら

〈歌の世界〉 〈世界の芸能〉 謝 苅 青 年 会
奈 月

〈 オ ー ル デ ィ ー ズ〉 コ イ ナ 、 BONE 〈世界の芸能〉
ジャク ‘ノンピル沖縄県人会 津嘉山青年会

1 8 : 00 
フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 本竹絹子琉冥研究所 、 花やから 伊芸区青年会

〈 島 唄の世界〉 オ ハ イ オ州ぬち花会 イ ン デ ィ ア ナ沖縄 ダ ン ス ク ラ ブ

宮 園 ゆ う こ 、 具志堅フ ァ ミ リ ー 、
ユ ー ユ ー 会 、 オ ハ イ オ沖縄友の会

〈島唄の世界〉ネ ー ニーズ
1 9 : 00 

hirara 、 ト ン ト ン ミ 〈 ラ テ ン ナ イ ト 〉

〈世界 の ダ ン ス フ ェ ス テ ィ パ ル〉
DFWチ ャ ン プル ー 沖縄県人会、 〈 フ ァ イ ナル コ ン サ ー ト 〉

〈 オ キ ナ ワ ン ロ ッ ク ＆ ジ ャ ズの タ ベ〉 琉球ボンパ ーズ ・ 梅花会 ・ ペ ニ ャ フ ラ メ ン
ユ タ 州沖縄県人会踊 り の 会 、 宮城マ モ ル 、 ネ ー ネ ー ズ、

20 : 00 宮永 英一 カ ・ ラ ス セ レ ナ ス ／ メ キ シ コ の 踊 り パ レ
オ ・ ペ イ シ ・ キ ・ リ ・ ダ ・ コ ザ 池 田 卓 、 日 出 克

川 門 正彦 フ ォ ン ク ロリコ／牡丹／ ス タ ジ オ ・ ク ラベ
平 ゆ き

テ リ ー 重 田 リ オ ／琉球 台 湾 婦 人 会 ／ ベ リ ー ダ ン ス
ロ ベル ト ・ デ ・ ロ サ ー ノ

我如古 よ り こ チ ームプリシラ／リカルド島袋フラメンコ ・ カ チ ン パ1 551

21 : 00 タ ン ゴ ス タ ジ オ／コラソンアンディ ー ノ
〈 グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ〉

デ ィ ア マ ン テ ス



◆文化体験 ワ ー ク シ ョ ッ プ
沖縄の文化 を 海外参加者 に 体験 し て も ら う た め 、

三線 ・ エ イ サ ー ・ 紅型の教室 を 開催 し た 。 三線教室
で は南 米 か ら 来県 し 中 部の市町村 で研修 し な が ら 三
線 を 習 っ て い る 研修 生 も 指 導 に あ た る な ど交流 を
持 っ た 。 教室 は 毎 回 盛況 で 、 海外参加者か ら は非常
に 喜 ばれ る 内 容だ っ た 。

ー
2

 

3
 

三 線教室
1 日 3 回 （定 員 1 回 15名 ）

エ ー サ ー 教室
1 日 4 回 （定員 1 回20名）

紅型教室
1 日 70名

◆ ワ ー ル ドパ ザ ー ル

会場 に 「世界の 味 コ ー ナ ー 」 「沖縄の味 コ ー ナ ー 」
「世界 の 物 産 コ ー ナ ー 」 「沖縄の物産 コ ー ナ ー 」 の飲
食 · 物販の プ ー ス を 設 置 し た。 世界の料理 コ ー ナ ー

は 中 南 米 の 料 理 の 出 店 が多 く 、 連 日 長蛇の列がで き
賑わ っ て い た 。 沖縄の物 産 コ ー ナ ー で は 多 く の大会
参加者が買 い物 を す る 姿が見 ら れた 。

ま た 、 会 場 内 に は大 会 の プ レ イ ベ ン ト 「 ジ ュ ニ ア
ス タ デ イ ー ツ ア ー 」 に 参 加 し た県内の 中 ・ 高校生が

ツ ア ー の様子 を 写 し た 写真パ ネ ル展 を 実施。 準備か
ら 当 日 の 運営 ま で 県 内 参加者全員 で行い、 さ ら に 、
ツ ア ー 中 に 習 得 し た エ イ ー サ ー を ス テ ー ジで披露す
る な ど お 互 い の絆 を 深め る こ と がで き た。

各種 コ ー ナ ー

• 飲食 コ ー ナ ー ： 51 プ ー ス

• 物販 コ ー ナ ー ： 31 プー ス

• 中 南 米 物 産 展
• ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー パ ネ ル展

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

 

ベ ー ニ ャ あ ま んかい
（樹 レ キ オ ス F C
（荀な か む ら 食品
新城工作所
（有）仲尾次三線 な んで も 屋
ア ビ ス プラ ジ ル

（資） 三線館
（樹セ ッ ト カ ラ ー

南都物産昧
パ イ オ21株式会社
（樹座 間 味 こ んぶ
日 本郵政公社
日 本電気株式会社
織 り 処草木屋
さ ん し ん工房 こ う へい
沖縄県 レ コ ー ド 商組合
N P O 法人 A B C ジ ャ パ ン

沖縄県人形制作販売協 同組合
沖縄交易（樹中 国物産館
（樹ア ン テ ナ

（荀イ ー ジ ー コ ー ル

又吉薬草園
プ ラ ス テ ル株式会社
ゴヤ ケ ー キ

沖縄回書販売
那覇 出版社
メ キ シ コ 沖縄県人会

在亜沖縄県人連合会

だ い に ち シ ー ル

花やか ら
ペ ル ー 沖縄県人会
タ イ 国沖縄県人会
ハ ッ ピ ー メ ロ ン パ ン

2
 

共 催 ： 沖縄 タ イ ム ス 社 ＂， ー--- ，9
ワ ー ル ド バザール出店企業

1 沖縄県 出 店 業事業協 同 組合 (19業者）
沖縄 プ ラ ジ ル協 会

南風堂株式 会 社
オ プ リ ガ ー ド
グ ロ ー バ ル キ ッ チ ン 明 日

(W ホ ク ガ ン

T U S A M I G O S  
（株）エ ナ ジ ッ ク

2
 3
 4
 
5
6

 7
 8
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■ウチナ ー チャ ンプル ー フ ェ ス タ会場レイアウト
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② 琉球古典芸能鑑賞会
ア 日 時

平 成18年10月 13 日 （金）
昼の部 14 : 00~ 16 : 00 
夜 の 部 18 : 30~20 : 30 

イ 会 場
国 立 劇 場 お き な わ 大劇場

ウ 共 催
国 立 劇 場 お き な わ

工 概 要
「 国 立 劇 場 お き な わ」 と い う 最高の舞台で、

大 会 参 加 者 に琉球舞 踊 や 国 の 重 要無形文化財
で あ る 「組踊」 を 鑑賞 し て も ら っ た。 華 や か
な 衣装 に 身 を 包み踊 ら れ る 琉球舞踊 の数々 。
組踊の 中 で も 人気の高い家族の愛 と 絆 を描い
た 世話物 「花売の縁」 の上演。 大会参加者は
世界 に 誇 る 沖縄の伝統芸能の素晴 ら し さ を 堪
能 し た 。

オ 上演内容
【 第 1 部】 ～琉球舞踊～ 県立芸大 O B 会

1 . 無踊 「 四 つ竹」 ( 8 人）
〔踊 り 手〕 比嘉いずみ、 儀間美明、 花岡

貴 子、 伊 波 妙、 輿 那 嶺 奈 津
子、 石 川 詩子、 伊佐幸子、 山
城亜矢乃

2 . 羹踊 「上 り 口 説」 ( 3 人）
〔踊 り 手〕 平 田 智 之 、 嘉 数道彦、 佐辺 良和

3 . 舞踊 「 か せ か け 」 ( 2 人）

〔 踊 り 手〕 奥原 め ぐみ 、 瀬名 波牧
4 . 舞踊 「瓦屋節」 ( 1 人）

〔 踊 り 手〕 儀 間 美 明

5 . 舞踊 「浜千鳥」 ( 4 人）

〔踊 り 手〕 伊佐幸子、 伊波妙、 花 岡 貴子、
山 城亜矢乃

6 . 舞踊 「谷茶前」 ( 2 人）
〔踊 り 手〕 嘉 数道彦、 輿那嶺 奈津子

7 . 舞踊 「加那 よ ー 天川 」 ( 2 人）
〔踊 り 手〕 比 嘉 い ず み 、 佐辺良和

87 

〔地謡〕
［歌 ・ 三線） 花城英樹、 上原睦三 、 神 谷大輔
【等】 名護みの り ［笛】
［ 胡 弓 ） 輿俄朋 恵 ［太鼓】 高宮城実人

［第 2 部 組踊 り 】
～高宮城親雲上作 「花売の緑」 ～

「花売の縁」 指導 ： 瀬底正憲

〔配役〕 森川の子
乙樽
鶴松
猿引
猿
薪木取

〔地謡〕

大田守邦
新垣 悟
知花令磨
阿嘉 修
豊永姫子
瀬底正憲

【歌 ・ 三線］ 中村一雄 、 大城長俊、 砂辺孝真
【第】 島袋八重子 （笛］ 大湾清之
【 胡 弓 ］ 又吉真也 （太鼓］ 金城盛松



③ 首里城公園 「琉球王朝一算への誘い」
ア 日 時

平成18年10月 9 日 （月 ） ～ 15 日 （ 日 ）
1 日 3 ス テ ー ジ／ 1 ス テ ー ジ50分

1 回 目 11時～1 1時50分
2 回 目 14時～ 14時50分
3 回 目 16時 ～ 16時50分

イ 会 場
首里城公圏下之御庭 系図座 ・ 用物座

ウ 主 催
内 閣府沖縄総合事務局 国営沖縄記念公圏事
務所 ・ （財） 海洋博覧会記念公固管理財団首
里城公固管理セ ン タ ー

工 概 要
琉球王国の象徴であ る 首里城で開催 さ れ

ている 「琉球王朝 一 舞への誘い」 を 大会記
念と し て実施 し 、 王朝時代に育 ま れた琉球
舞踊 を世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ に披露 し た 。

ま た 、 海外で琉球舞踊 を継承す る 方 々 と 地
元の舞踊家が共演 し 交流を深めた。

オ 演 目
10月 9 日 （月 ）
［綾 （あや） ］

• 若衆特牛節
• 前の浜
• かせかけ
• 上 り 口説
• 伊野波節

10月 10 日 （火）

［朱 （ あ け ） ）
• 四 ツ 竹

• 高平良万歳
• 稲 ま づん

• ゼ イ

• 女特牛節

• 本貫花

10月 1 1 日 （水）

［綾 （ あ や） 】

• 若衆特牛節

• 前の 浜

• かせかけ

• 上 り 口説 l.:'.J .  
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• 諸屯

10月 12 日 （木）
［朱 （ あ け ） 】

• 四 ツ 竹
• 高平良万歳
• 稲 ま づん
• ゼ イ

• 女特牛節
• 本貫花

10月 13 日 （金）

【綾 （ あ や） 】
• 若衆特牛節
• 前の 浜
• かせかけ

• 上 り 口 説
• 伊野波節／諸屯

10月 14 日 （土）

【綾 （ あ や） 】
• 若衆特牛節
• 前の 浜
• かせ か け

• 上 り 口 説／ 下 り 口 説

• 伊野波節／諸屯

10月 15 日 （ 日 ）

【特別 演 目 】
• 若衆特牛節
• 四 ツ 竹
• 柳／作田
• 高平 良万歳
• し ゅ ん だ う

". a1 日＇ 
J iにか • l し 9 



④ ミ ュ ー ジ カ ル 「海 か ら 豚が や っ て き た ！！」

ア 日 時
平 成 18年10月 14 日 （土）

昼の部 14 : 00- 16 : 15 
夜 の 部 18 : 00-20 : 1 5  

イ 会 場
沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 劇場

ウ 共 催
う る ま 市 う る ま 市教育委 員 会

エ 協 力

「海か ら 豚がや っ て き た」 実行委 員 会

オ 入場者数
昼 の 部 1 , 800名 夜の部 1, 700名

力 概 要

終戦直後 の 1948年 、 戦争で破滅的 な被害を
受 け た 沖縄の惨状 を 伝 え 聞 い た ハ ワ イ の ウ チ
ナ ー ン チ ュ （布畦連合沖縄救済会） が、 郷里

沖縄の救済 の た め に 、 募金や チ ャ リ テ ィ ー 公
演 な ど で 資 金 を 集 め 、 550頭 の 豚 を ア メ リ カ
オ レ ゴ ン州 で買 い付 け 、 ア メ リ カ 陸軍省提供
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の軍用船で嵐や機雷 に遭遇 し な が ら も 、 無事
沖縄へ送 り 届 け た と い う 実話 を も と に企画制
作 さ れた ミ ュ ー ジ カ ルで、 こ の物語は、 世界
の ウ チ ナ ー ン チ ュ が郷里 に寄せる 想い 、 同胞
愛の原点 と も い え る 温か い ゆ い ま ー る 精神 と
絆の深 さ を 良 く 表 し て い る ド ラ マであ る 。

沖 縄県 う る ま 市 で の公演 に 始 ま り 、 ハ ワ
イ 、 ロ サ ン ゼル ス で も 公演 さ れ、 感動 を 呼 ぴ

大成功 を 収め て いた。
今 回 、 豚を 送 り 届 け た 7 人の勇 者の 一人上

江 洲 易 男 氏 も ハ ワ イ か ら 大 会 に 参加 し て お
り 、 ミ ュ ー ジ カ ル上演前の セ レ モ ニ ー で は 、
出演者か ら 上江洲氏に花束が贈 呈 さ れた。

ま た 、 ハ ワ イ 救済運動の き っ かけ を つ く つ
た故比嘉太郎氏の息子 を特別 ゲス ト と し て招
待 し 、 比嘉太郎役で出演 し た。 さ ら に、 ハ ワ
イ 、 ロ サ ン ゼル ス公演 に 出演 し た子供達 を招

待 し 、 県内の子供達 と 同 じ 舞台で共演 し 交流
を 図 っ た。

14冒t!IIのウチナーンチュ大負買Ii璽員奮^` ‘ ;  1 ,•、 . a 9 ., h•； し99 • a ,、 •, . ,. _ . . ヽ と •,99 ou *、



⑤ 琉球交響楽団 コ ン サ ー ト

ア 日 時
平成18年10月 15 日 （ 日 ）

イ 会 場
沖縄コ ン ペ ン シ ョ ンセ ン タ ー

ウ 入場者数
2, 400名

工

15 : 00 ~ 16 : 30 

劇場

概 要
沖縄の わ ら べ歌や島唄な どを ク ラ シ ッ ク の

ア レ ン ジで披露 した。 序 曲 と し て大会テ ー マ

ソ ン グ 「ニ ラ イ ヘの風」 で始 ま り 、 ク ラ シ ッ
ク で奏 で ら れ る ふ る さ と 沖縄の メ ロ デ イ ー

に 、 観客は惜 しみない拍手 を送っ た。
最後の 「だん じ ゅ か り ゆ し変奏 曲 」 は 、 三

線、 エ イ サ ー太鼓 も 登場 し会場 を 沸かせた。
ォ ー ケ ス ト ラ と 三線、 エ イ サ ー 太鼓が織 り な
す演奏で、 舞台 と 観客がひ と つ に な り 、 大盛
況の う ち に幕 を 閉 じ た。

オ

キ

出 演
• 琉球交響楽団 53名 福成

・ 指揮 大勝秀也
（沖縄県立芸術大学音楽学部助教授 ）

• 三線隊
• パー ラ ン ク ー

代 表 ： 祖堅方正

力 琉球交響楽団プロ フ ィ ール

2000年 春 に 「沖 縄 の 地 に 本 格 的 な プ ロ の
オ ー ケ ス ト ラ を 作 り 育 て た い」 と い う 熱い思

い を 持 っ た メ ン パ ー で 設 立 委 員 会 が発 足。
ミ ュ ー ジ ッ ク ア ドバ イ ザー に 世界 的 な 指揮活
動 を 行 っ て い る 大 友 直 人 氏 を 迎 え 、 ベ ー

ト ー ベ ン の 「第九」 演 奏 会 や 年 2 回 の 定期演
奏会、 学生 を 対象 と し た音 楽 錯 賞 教室 な ど を
開催 し 、 いずれ も 高 い評価 を 受 け て い る 。 県
民 と と も に歩み、 愛 さ れ る 息の 長 い演 奏活動
を モ ッ ト ー に 県 内 を 中 心 に 活躍 し て い る 。

オー ケス ト ラ編成
指揮者 ： 大 勝 秀 也
コ ン サ ー ト ミ ス ト レ ス ： 輿那嶺 理 香

. I 
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Violin ( 17名 ）
赤 嶺 志麻子
新 垣 好 美
石 川 文 乃
金 城 千賀子
島 袋 真 希
竹 内 元 子
野 瀬 陽 樹
山 J I  I は る み
吉 川 絵里菜

Viola ( 6 名 ）

新 垣 伊津子
奥 山 愛 美
佐 渡 山 安 哉

Violoncello ( 6 名 ）

井 尻 兼 人
蔵 本 あ さ の

津 波 古 恵

Contrabass ( 3 名 ）

金 城 智 里

原 國 智 江

Flute ( 2 名 ）
石 垣 円

Oboe ( 2 名 ）
宇 座 貴 美 恵

Clarinet ( 2 名 ）

内 間 保 子

Fagotto ( 2 名 ）

潮 平 大 作

Hom ( 2 名 ）

上 原 正 弘

Trumpet ( 2 名 ）

田 中 孝 子

Trombone ( 2 名 ）

井 上 真紀子

阿波根 由 紀
有 路 美 咲
海勢頭 愛
國 吉 佐知子
嵩宮城 徹 夫
永 山 蕗 江
宮 良 美 香
山 里 郁 子

大 嵩 有 紀
片 倉 多 恵
比 嘉 佐和子

具志堅 真 紀
佐久本 大 輔
佐 藤 京 子

国 吉 和 美

演榮田 え り 子

砂 川 志 乃

根 間 安 代

外 薗 志 保

宮 城 須賀子

山 川 洋 樹

波 平 茂

Tuba ( 1 名）

稲 嶺 哲 也

Timpani ( 1 名）
屋比久 理 夏

Percussion ( 3 名）

赤 嶺 聖 良 池 山 浩史郎
宮 里 舞 子

Piano ( 1 名）
上原 玲 子

※ 五十音順

ク プロ グ ラ ム

時 間 内 容

14 : 30 ◇開 場

15 : 00 ◇開 演
1 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会

テ ー マ ソ ン グ 「 ニ ラ イ ヘの風」
2 安里屋ユ ン タ
3 て い ん さ ぐぬ花
4 い っ た 一 あ ん ま ー ま ー かいが
5 豊年音頭

一休憩15分ー

6 十九の春
7 島唄
8 童神， 芭蕉布
10 だ ん じ ゅ か り ゆ し 変奏曲

16 : 30 ◇終演

9 1  



⑥ N H K の ど 自 慢
ア 本選 日 時

平成18年10月 15 日 （ 日 ）

イ 予選会
平成18年10月 14 日 （土）

ウ 会 場
宜野湾市民会館大ホ ー ル

工

12 : 15~ 13 : 00 

13 : 00- 18 : 00 

主 催
NHK沖縄放送局
宜野湾市
第 4 回世界のウチナーンチュ大会実行委員 会

才 参加者数
予選会出場者数 ： 21名
本選出場者数 ： 4 名

力 概 要
海外で も 親 し ま れて い る 「 N H K の ど 自 慢」

を 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 記念 と し て 開催
し た 。 海外か ら は 予選 会 に21 名 出 場 し 、 そ の
う ち ア メ リ カ や南 米 か ら 参

加
し た 4 名 が本選

に 出場。 ア ル ゼ ン チ ン 出 身 の留学生仲宗根 シ
ル ピ ア早苗 さ んが優勝 し た。 会 場 に は 海外参
加 者 も 駆け つ け 、 の ぼ り や横断幕 を 振 っ て 応
援 し た。
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⑦ 空手道 ・ 古武道交流祭
ア 日 時

平 成18年 10月 14 日 （土） 9 : 30~ 17 : 30 
10月 15 日 （ 日 ） 10 : 00~ 14 : 00 

イ 会 場
県立武道館

ウ 概 要
沖 縄 を 発祥 の 地 と す る 空手道 ・ 古武道 は 、

今 日 、 世 界150 カ 国 に 400万 人 の 空手 人口 を 擁
す る と も 言 わ れ て い る 。 沖 縄 固 有 の 伝統 文
化 ・ ス ポ ー ツ であ る と と も に 、 世界 に 誇 る 文
化 と し て た ゆ ま な く 発展 し て い る 。

平 和 の武 と し て の 空手 道 ・ 古武道 は世界の
ウ チ ナ ー ン チ ュ に と っ て も 沖 縄 の ア イ デ ン
テ イ テ ィ ー を 形成す る 大 き な 柱 で あ る 。 海外
に 人気 の 高 い 空手 の 交流 祭 を 沖縄で開催 し 、
空 手 発祥 の 地 沖縄 を ア ピ ー ル す る と と も に 、
空手 を 通 し た 相互交流 を 図 る た め 開催 し た。

. -
".. .... ...._＿ ， 

エ プロ グ ラ ム
平成18年10月 14 日 （土） 9 : 30~17 : 30 

〈第一部 沖縄空手の伝統〉
映像 「沖縄空手の歴 史 と 源流」 を場内のス

ク リ ー ン で 放 映 し つ つ 、 各 流 派 の 演 武 を 展
開。 併せて 県指定無形文化財保持者の先生方
の表彰 と 功績の紹介 を 映像 を 通 し て お こ な っ
た。
• 一般演武 （空手 ・ 古武道各団体）
• 県指定無形文化財保持者の表彰 と 功績紹介

〈第二部 沖縄空手の未来へ〉
沖縄空手の若い担い手た ち 、 少年少女 ・ 高

校生 ・ 学生、 さ ら に女性空手家た ちの演武を
紹介 し 、 継承 と 未来への力強い息吹 を 表現 し
た。
• 少年少女の全体涸武
• 参加各団体別の小学生 ・ 中学生 ・ 高校生 ・

大学生の演武
・ 「空手は女性の時代 ！ 」 と 題 し た 、 流派を

超 え た初の “女性空手家 た ち の集団演武＂

' 1r>  Jf •·O v、 r, :‘ ― ·,•一 9予が．‘‘ ’ • 9 ’ ' 91 9 . I ----
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〈第三部 交流こ そ 力〉
• 一般演武 （空手 ・ 古武道各団体）
• 県外及 び海外か ら の参加者に よ る 演武

〈エ ンデ ィ ン グ〉
• 空手 ・ 古武道の高段者に よ る 模範演武
• 集団演武

10月 14 日 （土） 10 : oo- 14 : 00 
〈 ス ーバー セ ミ ナ ー〉

海外及 び県外か ら の空手 ・ 古武道の愛好家
の希望者 を対象に し た セ ミ ナ ー を実施。

• 県指定の無形文化財保持者の先生方に よ る
直接指導

● 範士 ク ラ ス の高段者に よ る 模範演武 と 指導

演武
• 受講者に は受講修了証 を交付す る 。

【沖縄県指定無形文化財保持者］
• 宮平勝哉 ● 仲里周五郎 ● 友寄隆宏
• 伊波康進 • i勇 川幸盛 ● 仲里常延

94 

(5) 経済 ・ 産業分野

① ワ ール ド ピ ジ ネ ス フ ェ ア

ア 日 時
10月 12 日 （木） ～ 10月 15 日 （ 日 ）
12 日 13 : 00~21  : 00 
13 日 ・ 14 日 10 : 00~21 : 00 
15 日 10 : 00~ 18 : 00 

イ 会 場
宜野湾市立体育館

ウ 共 催
琉球新報社

工 概 要
海外 と 沖縄の経済的 な つ な が り を 形成 し 、

経済交流が持続的 に 行わ れ る こ と を 目 的 に 開

催。 県 内外の物産等の展示 ・ 販売 や 出 展企業
に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 お 楽 し み 抽 選

会、 「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 テ レ ビ番組の放
映な ど を 行 っ た。 そ し て 、 ス テ ー ジ に お い て
は 、 よ り 具体的 な ウ チ ナ ー ビ ジ ネ ス ネ ッ ト
ワ ー ク 形成 を 目 的 と し た シ ン ポ ジ ウ ム を 開催

し た 。

オ 内 容
◆展示 ・ 販売 コ ー ナ ー

県 内外の53の企業 ・ 団体 が 出 展 し 、 商品
の紹介や販売 を 行 っ た 。

ワ ＿ ル ドバザー ル 出 展企業
l （樹 日 立製作所

2 Okinawan Jewellers Lab 

3 （悧N T T ド コ モ 九 州
4 （樹バ ラ ダ イ ス プ ラ ン
5 YOSAPARK オ リ ー プ

6 （樹キ ー ス ト ン ポ ー ト タ ー ミ ナ ル
7 ハ ー ト コ ー ポ レ ー シ ョ ン
8 （樹エ ナ ジ ッ ク
9 （樹佐喜 樋義肢
10 （樹マ ッ ク ト リ ー ト

1 1  ホ リ ス テ ィ ッ ク ・ ケ ア 製薬（株
12 ニ ラ イ カ ナ イ セ ン タ ー
13 （樹琉球漆器
14 （樹沖縄ス タ イ ル

15 海音 （ し お ん） 笛工房



16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
 

（採京和土建
（有）知名 御 多 出横
ロ コ ロ コ 沖縄
（有）ア ク ア
（樹琉球バ イ オ リ ‘ノ ー ス 開発
（樹南 海
（株） イ ワ キ

（株）パ イ プニ ッ ト

（掬 日 進商会
か り ゆ し デザ イ ン 事業協 同組合
グ ッ ピ ー 衣料
ア ピ ス プ ラ ジ ル

ゆ い ま ー る 沖縄（掬

（株） フ ソ ー

共進貿 易 株式会社
ク イ チ ャ ー パ ラ ダ イ ス
NPO法人沖縄O. C. E. A. . N. 

株式会社 プ ラ ザハ ウ ス

沖 縄 イ ン デ ッ ク ス

玉 舟
首里織あ ゆ は工房

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
 

カ ナ ダア ル パー タ 州政府在 日 事務所
沖縄貿 易セ ン タ ー (JETRO)

沖縄総合事務局
（初EM商事
（饂路有
合資会社 ワ プ シ ョ ッ プ沖縄
（樹南新
Asan Trading Exchanges LTD 

（荀世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ

（樹沖縄映像セ ン タ ー

（樹オ ー シ ー シ ー

沖縄ツ ー リ ス ト （梱
（樹久米島の久米仙
（樹マ ド ン ナ
（恥ペル ク 食品
Kayo Sotai Clinic & Prof. T. Yonemori 

W U B 関西

◆企業プレゼンテ ー シ ョ ン
フ ェ ア に 出展 し て い る 企業 に よ る事業や

製品の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を行っ た。
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■ ビ ジ ネ ス フ ェ ア会場 レ イ ア ウ ト

搬入口 ．4

、，IIV
控 i

搬入口 ．3

SOOOanci プロ ジ ェ ク タ
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特設ステー ジ

門
l l l l l l l l l l 

□`闘『国国

インターネ ッ ト

. . ．  
9 3l沖0| 9| 8| 7| 6厄

沖●工芸コーナー
く）
＜ と＂． ． ． ．． 、 商駁

コーナー． 1

闘'・ 沖縄企婁コーナー．1 ． ． ．，

休憩室 （商談 ・ 全関係者食事）
／ケ ー タ リ ン グ室

※ 1 3日 1 1 :00-13:30懇親会使用

”◇ 
仕切 り

◇◇ ◇◇ ◇ ｀貧 ユ声
◇◇ ◇◇ 

◇霞賢ふ

口

～ピジネスフェアブース～

汀三：曰 ：
l...... -......... . . . . . . . . . . . . . . ....................... L......... _.t 
・
ヨ
\ 1800 \ 

...• -... -...' .':'�.':'................. � 

(1 800mmX 1 800mm) X 1 00 プー ス
※募集 し た企業の ブ ー ス を 設置

叶叫,........... . . 
本土企稟コーナー

， ． ． 濤外企菓コーナー

工詞王

悶鸞'，I]翡〗184

． 

f-\\ 1] 案内

沖縄企業コ ーナー．2

i 21 ,221 21
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◆ ビ ジ ネ ス シ ン ポ ジ ウ ム
第 1 部

「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 達 の 活躍」 ～ 海外の ピ
ジ ネ ス 状況 ～
平成18年 10月 13 日 （金） 10 : 30~ 12 : 00 

1 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

前原 信 一

（ 沖 縄 テ レ ビ放送取締役報道制作局 長）

2 バ ネ リ ス ト
屋 宜 宣太郎 ア ル ゼ ン チ ン

（共進貿 易 株式 会 社代 表取締役社長）
島 袋 正 克 ボ リ ピ ア

（（梱伊島代表取締役）
又 吉 真 由 美 香 港

(En Group Limited & Ocean Line Hong 

Kong Company Limited 代表取締役社長）
伊 江 朝 彦 プ ラ ジ ル

（ ア ピ ス プ ラ ジ ル プ ロポ リ ス社常務取締役）

3 内 容
海外で活躍 し て い る 各パ ネ リ ス ト の ピ ジ ネ

ス の現状や 、 今後の ピ ジ ネ ス 展 開 な どが語 ら
れ た。 パ ネ リ ス ト か ら は 、 WUB と 連携 し た

ビ ジ ネ ス の展 開 や海外の県系人が作 っ た 商 品

を 「 も う ひ と つ の 沖縄J と い う 統一 プ ラ ン ド
で売 り 出 す ア イ デ イ ア な どの 意見があ っ た。
ま た 、 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 同 士 の ネ ッ ト
ワ ー ク や企 業 間 の ネ ッ ト ワ ー ク の必要性 につ
い て 話 し 合わ れ た 。

第 2 部
「沖縄の ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス 」 ～ ウ チ ナ ー ピ ジ ネ

ス ネ ッ ト ワ ー ク の形成 と 可能性～

平成 18年 10月 13 日 （金） 13 : 30~ 16 : 00 

1 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

島 田 勝也
（（樹N T T 西 日 本沖縄 I T ピ ジ ネ ス 部 ビ ジ

ネ ス 推進担当 ）

2 講 演

鹿戸 丈夫
（米州 開 発銀行駐 日 事務所長）

田 中 邦 人
（ ジ ェ ト ロ 沖縄貿易情報セ ン タ ー 所 長 ）
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3 パネ リ ス ト
島袋 正也

（（樹久米島の久米仙専務取締役）
当 銘 由 洋

（沖縄県北米委託駐在員 ）
ポ ー ル ・ キ ャ ン ド ラ ン ド

（ ウ ォ ル ト ・ デ イ ズニ ー ・ テ レ ビ ジ ョ ン ・

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ジ ャ パ ン マ ネ ー ジ ン
グ デ イ レ ク タ ー ）

平良 由乃
（（樹プラ ザハ ウ ス 専務取締役）

糸 数 康弘
（（樹 グ ロ ウ リ ッ チ代表取締役）

4 内 容
「沖縄」 を キ ー ワ ー ド に し た ネ ッ ト ワ ー ク 形

成の可能性や ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
方法、 今大会 を 契機に立ち 上げた 「 ウ チ ナ ー

ピ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク ー 企業 リ ス ト ー 」 ＊ 一

ム ペ ー ジの活用 について話 し 合わ れた。

ホ ー ム ペ ー ジ につ い て は 、 更新の必要性、

若い人達を取 り 込む仕組みづ く り 、 さ ら に 、
こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 し た留学やホ ー ム ス

テ イ の提供 な どについ て意見が交 わ さ れ た。

第 3 部
「未来 に 向 け て の ビ ジ ョ ン 」 ～ ウチナープランド

ネ ッ ト ワ ー ク の魅力 と 可能性 ・ 沖縄の役割～
平成 18年 10月 14 日 （土） 13 : 00- 15 : 30 

1 コ ー デ ィ ネ ＿ タ ー

玉城 朋彦
（ テ レ ビ キ ャ ス タ ー ）

2 講 演
東 良和

(W U B 沖縄会長）

3 バネ リ ス ト

与那嶺 真次
(W U B イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 会長）

東 良和
（沖縄ツー リスト株式会社代表取締役社長）

重田 辰弥
（ 関 東 沖 縄経営者協会会長）

根路銘 国昭
（生物資源利用 研究所所長）



宮平 栄治
（名桜大学国際学部経営情報学科教授）

3
 

4
 

コ

メ

ンテ ー タ ー

又吉 章元
（沖縄経済同友会事務局長）

賞間 勇
（沖縄産業振oo公社専務理事）

特別ゲス ト
上地 哲

（（樹デジ タ ル あ じ ま ぁ 代表取締役）
安里 勝之

（（有） E M 商事代表取締役社長）

海外 に ピ ジ ネ ス を 展 開 す る 場 合 、 沖縄県産
業振興公社の 海外事務所 と 連携 し た取 り 組み
の必要性 や 海外 ピ ジ ネ ス を マ ッ チ ン グ す る
コ ー デ イ ネ ー タ ー の必要性 に つ い て の 意見が
あ っ た。

沖縄が持 っ て い る ネ ッ ト ワ ー ク は資源であ
り 、 「 ウ チ ナ ー ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク ー 企 業
リ ス ト ー」 ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ピ ジ ネ ス
展 開 は有望であ る と の 意見 が出 さ れた 。 今後
は企業 リ ス ト の拡充 を 図 り 、 ビ ジ ネ ス を 核 と
した 「 ウ チ ナ ー ・ プ ラ ン ド ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」
ホ ー ム ペ ー ジ と し 、 こ れ を さ ら に 発展 さ せる
ため支援 し て い く こ と が確認 さ れ た 。

5
 

内 容
今後、 沖縄の リ ー デ イ ン グ産業のキ ー ワ ー

ド と な る 健康、 環境、 観光分野の ピ ジ ネ ス 事
例が紹介 さ れた。
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(6) 平和 • 国際貢献分野

① 元 2 世通訳兵への感謝状贈呈
ア 概 要

第 2 次世界大 戦 中 の 沖縄 で 、 壕 ・ 亀 甲 墓等
に 避 難 し て い た 住民 を 救出 し た 日 系 2 世通訳
兵がい た 。 ま た彼 ら は 沖縄戦終結後 は ア メ リ
カ 軍政府 と 沖縄住民の 間 に立 っ て 戦後の復興
に も 寄与 し た 。 こ の元 2 世通訳兵の 人道的活
動 に対 し て 、 戦 後60年 の節 目 に あ た り 感謝状
を 贈呈 す る こ と と し 、 そ の 多 く が在住 し て い
る と 思 わ れ る ハ ワ イ や ロ ス ア ン ゼル ス に 赴 き
実態調査 を 行 っ た 。

そ の 結果 、 感 謝状贈呈 の 対 象 と な る 元 2 世
通 訳兵 等 は 332名 で あ り 、 所在が確認で き た
の は 118名 で あ っ た。

a 通訳兵1 70名
1944年ハ ワ イ に お い て 1 ~ 2 週 間の短期

訓 練 を 受 け 、 沖 縄 に 上 陸 し た 日 系 2 世で対
象 者 は 170名 。 所 在 が確 認 で き た 人 数 は88
名 。
（ハ ワ イ 81 名 、 カ リ フ ォ ルニ ア 4 名 、 メ リ ー

ラ ン ド 1 名 、 沖 縄 2 名 ）

b 語学兵1 62名
全米か ら 志願、 勧誘 さ れ、 米 国 陸軍情報

部 日 本語学校 を 卒業 し た 日 系 2 世で対象者
は 162名 。 所在が確認 で き た 人数 は30名 。
（ハ ワ イ 23名 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 5 名 、 ワ シ ン
ト ン 1 名 、 ア リ ゾナ 1 名 ）

イ 感謝状贈呈式
元 2 世通訳兵へ の 感 謝状贈呈式 は 、 第 4 回

世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の北米 キ ャ ラ バ ン
に あ わせ て ハ ワ イ と ロ サ ン ゼ ル ス で行 っ た。

a ハ ワ イ 2006年 6 月 5 日 （ 月 ） ハ ワ イ 沖縄
セ ン タ ー

式 に は 、 今 回感謝状 を 贈呈す る こ と が決
定 し た 11 8 人 の元通訳兵の う ち4 1 名 （代理出
席 含 む ） が 出 席 し 、 大 会 実行委員 会 会 長 の
稲嶺恵一 知事か ら 感 謝状が贈呈 さ れた。
稲嶺知事 は 、 元 2 世通訳兵の 沖縄県民の た
め に行 っ た 人 道 的 な 行動 に 感謝の意 を 述べ
る と と も に 、 県で は 今後 も 平和 を 希求 し て
い く こ と を 誓 っ た 。
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こ れ に対 し 、 元 2 世通訳兵 を代表 し て マ イ
ク 宮城 さ んが、 時代が過 ぎ、 悲惨な 戦争の
記憶が源 れて い く なかで、 こ の よ う に感謝
状 を い た だ く こ と がで き 、 子や孫へ も 戦争
の悲惨 さ を 伝 え て い く こ と がで き る と 感謝
し た。 ま た 、 比嘉武二郎 さ ん は今で も も っ
と た く さ んの沖縄の人た ち を 救 う こ と がで
き た のでは な い か と 残念に思 う と 述べ、 ま
た こ の よ う に稲嶺知事 自 ら 感謝状 を 贈呈 さ
れ る こ と を と て も う れ し く 思 う と 語っ た。
会場 に は元 2 世通訳兵やその家族、 関係者
な ど150人余 り が参加 した。

b ロ サ ン ゼルス2006年 6 月 7 日 （水） ホテ
ルニ ュ ー オ ー タ ニ

ロ サ ン ゼ ル ス で は ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会説
明会の レ セ プ シ ョ ン 及 び元 2 世通訳兵への
感謝状贈呈式 を 執 り 行 い 、 200人余 り が参
加 し た。
式 に は 6 名 （代理出席含む） の元通訳兵の
方 々 が出席 し 、 ハ ワ イ での贈呈式 と 同様に
稲嶺知事は元 2 世通訳兵の沖縄県民の ため
に 行 っ た 人道的な行動 に感謝の意を述べる
と と も に 、 県では今後 も 平和 を 希求 してい
く こ と を 誓っ た。

こ れ を 受けて、 元 2 世通訳兵の フ ラ ン ク
東 さ ん は 、 2 世通訳兵 と し て沖縄へ行っ た
経緯 を 語っ た。 東 さ ん は沖縄戦の集結直前
に、 当 時沖縄に いた家族の 身 を 案 じ 、 自 ら
2 世通訳兵に志願 し た こ と 、 さ ら に多 く の
県 民 を 壕か ら救い出す こ と がで き た こ と や
家 族 と 無事 に 再会 で き た こ と な ど を 説明
し 、 感謝状を贈呈 さ れた こ と に対 し感謝の
意 を 述べた。



② 平和体験 ・ 植樹 ツ ア ー

ア 日 時
平成18年10月 10 日 （火）

イ
a
b
c
d
e
f

g
 

会 場
読谷チ ピチ リ ガマ （読谷村）

嘉数高地 （宜野湾市）
南風原 町立文化セ ン タ ー （南風原町）
南風原陸軍病院跡 （南風原 町） ※通過
糸 数壕 ・ アプチ リ ガマ （南城市） ※ 通過
沖縄県平和祈念資科館 ・ 平和の礎 （糸満市）

平和創造の森公固 （糸満市） ※植樹 を 実施

ゥ 参加者数
海外参加者／81 人
フ ィ リ ピ ン ： 6 人、 カ ナ ダ ： 4 人、 ア メ リ カ ：

29人、 ペル ー
．・ 10人、 メ キ シ コ ： 12人、 プラ

ジル ： 12人、 中 国 ．・ 1 人

県内参加者／ 7 人

9 : 00~ 17 : 40 

概 要
沖縄戦での 日 米両軍の激 し い戦闘の跡 を巡

り 追体験 し、 さ ら に終戦50周年事業 と し て建
設 さ れた 「平和の礎」 を参観す る こ と で、 多
く の 方々 が戦争で亡 く な っ た 事実 を 改 め て
知 っ て も ら い平和 の 尊 さ を 考 え る 機会 と す
る。 ま た 、 第 3 回大会で記念植樹 を し た 会場
を視察 し 、 植樹 を す る こ と で更 な る 「平和 の
発信」 を 行 っ た。

オ 植樹木
• モ ン バ ノ キ／ 3 本
• タ コ ノ キ／ 3 本

ヵ 植樹式
• 開 会

• 主催 者 あ い さ つ

大会実行委委 員 会 会 長 ： 稲嶺
• 海外参加者代表あ い さ つ

ア メ リ カ ・ サ ン デ イ エ ゴ沖縄県 人 会

会長 ： 金城正信
• 植 樹
• 放蝶、 挨拶

首里城下 に チ ョ ウ を 飛 ばそ う 会

幹事長 ： 大城安弘
• 閉 会

恵 一

工
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③ 平和 ワ ー ク 「世界 と 沖縄」 展
ア 日 時

平成18年10月 12 日 （木 ） ～ 10 月 15 日 （ 日 ）
10 : 00~ 18 : 00 ( 12 日 の み 13 : 00~ 18 : 00) 

イ 会 場
移民史／沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー ・

会議場 A 2

国際協力／宜野湾海浜公固 多 目 的広場

ウ 概 要
コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー の会識場では移民

史の展示 コ ー ナ ー を設置 し、 移民関連の ピデ
オ や戦前の沖縄の記録 ピデオ を放映 した。 宜
野湾海浜多 目 的広場では、 JICA沖縄国際 セ ン
タ ー と 連携 し て、 国際協力事業の資科展示や
ワ ー ク シ ョ ッ プを 開催 した。

■移民史展示／ コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 会謙場 A 2

駐前の沖縄の風景
（写真バネル）

●-一 ， ，．．．
I I ゚ I I I I 

壁展示©
日本語教科書 ！ ナタ・領収書 ↑

^ 
金武小学校ジオラマ

ピ
デ
オ
放
映

璧展示：移民 （写真説パネル）

位展示： 国の概要 （解説

'ートの変遷

J↓ 

壁展示： 移民史 （解説バネル）

戸| 1 
0

. I I 

視
聴
席

駐前の沖縄の風景
（写真バネル） 展示ケース：パスホ

壁展示®

. ; ＇ ． 
. I : ; '  
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■国際協力／宜野湾海浜公固多 目 的広場
• 世界 か ら 沖縄ヘ

JICA 沖 縄 で は 、 開発途上国 の 人材育成支援
を 目 的 に 、 毎年約80 ヶ 国か ら300名以上の研修
員 を 受 け 入 れ て い る 。 県内 の大学や 地 方 自 治
体、 研究機関、 民間企業な ど様 々 な 機関の協力
を 得て実施 さ れ る 研修 コ ー ス の様子を紹介。

• 沖縄か ら 世界へ
国際協力 の分野で活躍する 沖縄の個人 ・ 団体

の活動 を 映像や写真で紹介。 ま た 、 県 出 身 の青
年 海外 協 力 隊 08/0G に 直接体験談 を 聞 け る
コ ー ナ ー も 設け、 海外ポ ラ ン テ ィ アヘの参加 に
関す る 相談 も 実施 し た 。

• 世界 と て を つ な ご う
識字、 食科、 難民な どを切 り 口 に 、 開発途上

国の人々 の置かれた状況 を 感 じ て い た だ け る 展
示や、 わ た し た ち 一 人一人 に で き る こ と は何か

を 考 え る コ ー ナ ー を 設置。 ま た 、 JICA沖縄が実
施す る 国際理解教育支援事業 の 紹 介 も 行 っ た。

• オ キ ナ ワ ポ リ ビア歴史資料館
ウ チ ナ ー ン チ ュ 50年 の ボ リ ビ ア 移住 地 開拓

の歴史や生活 に 関 す る 資料 を JICA 横 浜 海外移
住資料館の協 力 で コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て公開。

• 世界の児童画展
世界の子 ど も た ち が 「平和」 「 人 間 」 を テ ー マ

に 描 い た 図 画 を200点 展 示 し た 。 ま た 、 コ ー

ナ ー を 分け て 、 沖縄県平和祈念資料館が実 施 し
て い る 児童 • 生徒の平和 メ ッ セ ー ジ 展 、 図画の
部 • 最優秀賞及 び優秀賞 9 点 も 展示 し た 。

• 沖縄平和賞
沖縄県が制定 し た 「沖縄平和賞」 に 関 す る パ

ネ ル を 展 示 し 、 そ の 意義 と 受 貨 団 体 の 紹 介 を
行っ た 。
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(7) ス ポ ー ツ分野

① 国際親善ゲ ー ト ポ ー ル 大会
ア 日 時

平成 18年10月 14 日 （土） 7 : 50 ~ 17 : 00 

イ 会 場
奥武山運動公園 ・ 陸 上競技場

ウ 参加 チー ム 数
• 海外 参 加 チ ー ム ／20チ ー ム
• 県 内 参 加 チ ー ム ／64チ ー ム

合計84チ ー ム

工 概 要
海外で も 親 し ま れて い る ゲー ト ポ ー ル で県

民 と ス ポ ー ツ 交流 を 行 っ た 。 競技運営 に 関 し
て は 、 沖 縄 県 ゲ ー ト ボ ー ル 連合 と 連携 を 図 り
ス ム ー ズ な 大会運営がで き た 。

今 回 は 小学生チ ー ム も 参加 し 、 海外の参加
者 と も 交流 を 深 め た 。

オ 大会結果

優 勝／ ア ル ゼ ン チ ン D チ ー ム

準 ｛憂勝／北谷町北谷 A チ ー ム
第 3 位／ ア ル ゼ ン チ ン A チ ー ム

宜野湾市宜野湾チ ー ム

力 参加 チー ム
1 . ア ル ゼ ン チ ン ・ ア ル ゼ ン チ ン A
2 .  ケ ア ルゼ ン チ ン B
3 .  ケ ア ル ゼ ン チ ン C
4 .  ク ア ル ゼ ン チ ン D
5 .  ケ ア ル ゼ ン チ ン E
6 .  ク ア ル ゼ ン チ ン F
7 . ペ ル ー ・ ペ ル ー 沖縄 A
8 .  ク ペ ル ー 沖縄 B
9 .  ク ペ ル ー 沖縄 C
10. ク ペ ル ー 沖 縄 D
1 1 .  ク ペ ル ー 沖縄 E
12. プ ラ ジ ル ・ 沖縄 賢 人 会 G B 愛好会 A
13 .  ケ 沖縄賢人会 G B 愛好会 B
14.  ク 沖縄賢 人 会 G B 愛好会 C
15 .  ✓,.. 沖 縄 賢 人 会 G B 愛好会 D
16.  ケ 沖縄賢 人 会 G B 愛好会 E
17.  ケ 沖 縄 賢 人 会 G B 愛好会 F
18. ク 沖縄賢人会 G B 愛好会 G

19. ポ リ ピア ・ ポ リ ピ ア
20. ア メ リ カ ・ ア メ リ カ デイ ゴ
21. 今帰仁村 ・ 仲宗根
22. 伊江村 ・ 伊江村
23. 北大東村 ・ 北大東
24. 名護市 ・ 名 護
25. // 名桜
26. // ひ ん ぷ ん
27. 金武町 ・ 中 川
28. // 並里
29. ケ 金武球友会A
30. ク 金武球友会A
31 .  ク 伊芸 ガ ジ ュ マル
32. ，，， 屋嘉七 日 浜
33. ，，， 金武A
34. ケ 金武 B
35. ，，， 伊芸
36. う る ま 市 ・ 具志川 う る ま 長寿会
37. ケ 具志川混成
38. ク 勝連 G B
39. 沖縄市 ・ 登川 G B
40. ク 泡瀬でい ご

41 .  ，，， な か よ し
42. ク 猥
43. ク 泡瀬小学校
44. 読谷村 ・ ハ イ ピス カ ス 長浜
45. 北谷町 ・ 北谷A
46. ✓,, 北谷 B

47. ✓,, 美 ら 海北谷
48. 宜野湾市 ・ 宜野湾
49. .,., 親友会
50. 浦添市 ・ 城間寿会

51. /,, グ リ ー ン ハ イ ツ 若竹会

52. 西 原 町 ・ 棚原
53 ． ク 幸地
54. 那覇市 ・ 那覇小禄
55． ク 那覇首里

56 ． ク 真和志ス ポ ー ツ ク ラ プ

57. .,., 赤嶺

58. 糸満市 ・ 豊原 老 人 ク ラ プ

59 ． ヶ 福地老人 ク ラ プ

60. 八重瀬町 ・ 東平原

61. 

62. 

ク

ク

具志頭 大頓 1 組
具志頭 後 原

63． ク 具志頭 港 川
64. 南城市 ・ 大里 平 川
65． ク 玉城 当 山
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玉城
玉城

68. � 玉城
69. � 知念
70. � 知念
71. 南風原町 ・ 兼城
72. 南風原町 ・ 本部
73. � 照屋
74. � 喜屋武
75. � 津嘉山
76. � 山 川 1 組
77 ． ク 山 川 2 組
78. /; 神里 1 組
79. � 神里 2 組
80. � 神里 3 組
81 . 久米島町 ・ ホ タ ル久米島
82. 宮古島町 ・ お も と
83. 石垣市 ・ お も と

84. � やい ま

66. 
67. 

ク

ク

浜川
親 ヶ 原
百名
知念 シ ュ ク ナ
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② 国際親善サ ッ カ ー 大 会
ア 日 時

前夜祭 ／ 10 月 13 日 （金）
本大会／10月 14 日 （土）

1 7 : 00~ 18 :30 
9 : 00 ~ 1 7 : 20 

イ 会 場
前夜祭／宜野湾市屋内運動場
本大会／宜野湾市立 グ ラ ン ド

ウ 参加チーム
1 . 群馬 プ ラ ジ ル ・ レ キ オ ス
2 . 東京 ペ ル ー

3 . 沖縄ペ ル ー 日 系
4 . う る ま 市 シ ニ ア 選抜
5 . ス ポ レ ク 50沖縄
6 . 沖縄県 シ ニ ア リ ー グ選抜
7 . 浦添高等学校サ ッ カ 一 部

才 結 果

優 勝／群馬 プ ラ ジル ・ レ キ オ ス
準優勝／ う る ま 市 シ ニ ア 選抜

群 馬 プラ ジル ・ レ キ オ ス

沖 縄ペ ル ー 日 系

ス ポ レ ク 50 沖 縄

沖 縄 県 シ ニ ア リ ー グ選抜

う る ま 市 シ ニ ア 選 抜

東 京 ペ ルー

5
 

2
 

力

工 概 要
サ ッ カ ー を 通 し 、 よ り 多 く の 人が国 や世代

を 超 え て 友好 と 親善 を 深め る こ と を 目 的 に、
県外 日 系 人 チ ー ム と 県内 の チ ー ム に よ る ト ー

ナ メ ン ト 戦 を 実施 し た。 ま た 、 県内高校生 と
大会選抜チ ー ム に よ る エ キ シ ビ ッ シ ョ ン マ ッ

チ や 、 ジ ュ ニ ア を 対 象 と し たサ ッ カ ー 教室 も

開 催 し た。

「
！
ー·

ヽ

．
 

JJI.
：

 

キ

エキ シ ピ シ ョ ンマ ッ チ
浦添高等学校サ ッ カ 一 部 vs

6 大会選抜チ ー ム゜
サ ッ カ ー教室
日 時／10月 14 日 （土） 13 : 00~ 14 : 30 
会場／宜野湾市立 グ ラ ン ド
講師／ ジ ョ ゼ ・ マ リ オ ・ ク リ ス ピ ン

（ レ キ オ ス ア カ デ ミ ー ／ヘ ッ ド コ ー チ ）
ウ イ ル ソ ン ・ プ ラ ン コ ・ フ ィ ー リ オ

（ レ キ オ ス ア カ デ ミ ー ／GK コ ー チ ）
マ ミ ー ラ ・ シ ルバ ・ メ ン デス

（女子部 コ ー チ）
参加者／70人
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(8) 応援イ ペン ト

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ を 歓迎 し 県民 と の交流 を 図 る 企画 や 、 大会の機運 を 盛 り 上げる 企画 を 公募 し 、 19の

イ ベ ン ト を 選定。 大会実行委員 会が共催 し 、 大会前や期 間 中 に実施 さ れ、 大 会 を 大 い に盛 り 上げた。
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琉球國祭 り 太鼓揖子道ジュネー

琉球新報社
2006年 1 0月 8 日 （日 ） 1 8 : 00-21 : 00 
那覇市ぶんかテンブス館前広場
エイサー

、 伝統獅子舞、 旗頭の饗宴。

世界のウチナーンチ ュ写真 ・ 映像展
琉球新報社
2006年 1 0月 3 日 （火） ～ 6 日 （金） 1 0 : 00-18 : 00 
那覇市ぶんかテンブス館 3 F ギ ャ ラ リ ー

世界のウチナーンチ ュ 関連の報道記録や写真の展示 ・ 映像を紹介。

Apostar no Sonho de lppachi 「イ ツ バチの夢を賭ける」
「夢をかける」 実行委員会
2006年 10月 1 1 日 （水） 1 9 : 00 ( l 回公演） ・ 1 2日 （木） 1 4 : 00/19  : 00 ( 2 回公演）
バ レ ッ ト市民劇場 （有料 ： 一般2 , 500円／学生2 , 000円）
南風原出身の移民 2 人の対照的な人生を描いた公演。 ブラ ジル社会で伝説と して語 り 継がれる
サクセスス トー リ ー。
La vie de chacune ラ ・ ヴ ィ ・ デ ウ ・ シ ャ カ ンヌ ～それぞれの道の り ～
在フランス県人会 ・ 沖仏協会
2006年1 0月 10日 （火）～1 5日 （日 ） 1 1 : 00~21 : 00 
那覇市ぶんかテンブス館 3 F ギャ ラ リ ー （無料）
フラ ンス在住アーテ ィ ス ト による絵画 ・ 写真展
Pas de Cinq バ ・ デウ ・ サンク～ 5 人の ピアニス ト に よ る 饗宴～
在フラ ンス県人会 ・ 沖仏協会
2006年 10月 14日 （土） 1 4 : 00/1 9 : 00 ( 2 回公演）
那覇市ぷんかテンブス館 4 F ホール （有料 ： l , 500円）
フラ ンス留学生による ピア ノ コ ンサー ト
グラ ウ ン ド ・ ゴルフ交歓大会
那覇市グラ ウ ン ド ・ ゴルフ協会
2006年 1 0月 1 4日 （土）
奥武山運動公園多目的広場
幅広い世代が一緒に楽 しめる グラ ウ ン ド ・ ゴルフで世界の ウ チ ナー ン チ ュ と親睦を深めた。
海外移住者子弟研修生による三線演奏
ヒ スバニ ッ ク文化センター

2006年 9 月 ～1 0月
研修先の各市町村役場□ ピー

海外移住者子弟研修生による三線の研修発表。
海外移住者子弟研修生に よる三線演奏
ヒスバニ ッ ク文化センター

2006年 10月 1 5日 （ 日）
チ ャ ンプルー交流祭
海外移住者子弟研修生による三線の研修発表。
「GAMA一 月 桃の花」 海外上映版完成試写会
「GAMA一 月 桃の花」 海外発信プロ ジェ ク トチーム
2006年 1 0月 12日 （木） 1 6 : 00-18 : 00 
沖縄コ ンペンシ ョ ンセンター劇場 （無料）
沖縄戟終結50周年を記念 して制作された映画。
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沖縄映画作品上映会 「琉球カ ウ ポーイ フ ィ ルムス第 1 回作品」
琉球カ ウ ボーイ フ ィ ルムス製作委員会
2006年1 0月 1 3日 （金） 1 5 : 00~ 1 6  : 30 
沖縄コ ンベンシ ョ ンセンタ ー 会議場 B （無料）
「マサーお じいの傘」 「SeeMe?」 「HAPPY*PIZZA」

沖縄映画作品上映会 「与那国カ ウ ポーイ ズ」
島 洋一

2006年 1 0月 1 2日 （木） ～ 1 4日 （土） 1 8 : 00~21 : 00 
沖縄コ ンベン シ ョ ンセンター 会議場 B （無料）
与那国島出身の高校生闘牛士を撮影 した ドキュ メ ンタ リ ーフ ィ ルム。

沖縄昭和文化展
沖縄昭和文化展実行委員会
2006年 1 0月 1 2日 （木） ～ 1 5日 （ 日）
沖縄コ ンベンシ ョ ンセンター 会議場 B （無料）
昭和の懐か し い映画看板、 関連資料を展示。

「沖縄語談話室」
沖縄語普及協議会
2006年 1 0月 1 4日 （土） 1 1 : 00~ 19 : 30 
沖縄コ ンベンシ ョ ンセンタ ー 会議場 B l
「沖縄語 っ し語やび ら大会」 「沖縄語談話室」 「 し ま く と ぅ ば交流会」

沖縄 ・ ハ ワ イ 東西センター国際人材育成シンポジウム
ハ ワ イ 東西センタ ー沖縄同窓会
2006年 1 0月 1 5日 （ 日 ） 1 0 : 00~12 : 30 
沖縄コ ンベンシ ョ ンセンター 会議場 A l
テーマ 「世界に広がる ウチナーネ ッ ト ワークの推進 ・ 拡充、 そ して次世代を担う人材育成」

沖縄研究世界ネ ッ ト シ ンポジウム
琉球大学移民研究セ ンタ ー

2006年 1 0月 1 5日 （ 日 ） 1 3 : 30~ 1 7  : 00 
沖縄コ ンベン シ ョ ンセンタ ー 会議場 A l
テーマ 「世界の 「沖縄学」 へ」 ～琉球大学とハワイ大学との連携による試み～

お茶席
社団法人 裏千家淡交会沖縄支部
2006年 1 0月 1 2日 （木） 1 2 : 00~ (300人定数終了）
沖縄コンベンシ ョ ンセ ンタ ー 会議場 A D ピー

お茶の振る 舞い。

ブク ブクー茶を楽 し む
沖縄伝統ブクブク ー茶保存会
2006年 1 0月 1 3日 （金） 1 3 : 00~ (300人定数終了）

沖縄コ ンベン シ ョ ンセンター 会議場 A ロ ビー

ブ ク ブ ク ー茶の振る舞い。

呈茶
日 本礼道小笠原流煎茶流泉支部
2006年 1 0月 1 5日 （ 日 ） 1 3  : oo- (300人定数終了）

沖縄コンベンシ ョ ンセンタ ー 会議場 A ロ ビー

煎茶と その作法の体験。

いけばな
いけばな イ ンターナ シ ョ ナル沖縄支部

2006年 1 0月 1 2日 （木） ～ 1 5日 （ 日 ）

会議場 A ロ ビー

生け花の展示。
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1 広報事業

( 1 ) 一般広報

① キ ャ ッ チ フ レ ー ズ、 ロ ゴマ ー ク の募集
大会の 開 催 に つ い て 広 く 一般 に 周 知 す る と と

も に 、 大会成功 に 向 けて 機運を醸成す る こ と を
目 的 に大会 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 及 びロ ゴマ ー ク を
一般公募 し た 。

ア キ ャ ッ チ フ レー ズ

a 募集期 間
平成18年 1 月 16 日 ～ 平成18年 2 月 10 日

b 応募総数 251点

c 最優秀作品
「 ひ ろがる チ ム グ ク ル

( 2 ) 報道機関 と の連携

① テ レ ピ

種 別

つ な げる チ ム チ ュ ラ サ」

（那覇市 砂 川 ）

番 紐 名

県広報番組 う ま ん ち ゅ ひ ろ ば

放送提供 ペル ー の大地に ウ チ ナ ー ン チ ュ の
絆深 く

ジ ョ ー ト ー T V

大会特別番組
開幕 ！ 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会

ス ー パー ニ ュ ー ス

ス ボ ッ ト C M 15秒

J JO  

イ ロ ゴマ ー ク
a 募 集 期 間

平成18年 1 月 16 日 ～ 平 成 18年 2 月 10 日
b 応募総数 213点

c 最f優秀作品

（ 八重瀬町 大城）

② テ ー マ ソ ン グの活用

大 会 テ ー マ ソ ン グ は 各 市 町村 、 一 校一 国運動
参加校 に提供 さ れ、 大 会 の P R に 大 き く 貢献 し

た。 ま た 那 覇 市 立 久 茂 地小 学 校 で は 運動 会 で

テ ー マ ソ ン グ を 使 っ た エ イ サ ー が披蕗 さ れ る な

ど県内で大 き な 拡 が り を 見せ た 。

内容 （放送 日 ／放送局等）

タ イ ト ル
「 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー ～ 第 4 回 世 界 の ウ チ
ナ ー ン チ ュ 大会 プ レ イ ベ ン ト ～」
平成18年 8 月 26 · 27 日
（沖縄テ レ ピ ・ 琉球放送 ・ 琉球朝 日 放送 ）

沖縄県人移住100周 年 記念特別 番 組の 中 で大 会 の
P R を 行 う 。
平成18年 2 月 18 日 （ 沖 縄 テ レ ピ ）

那覇 ま つ り 特集番組で、 大綱引 き に 参 加 し て い る
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の 海外参加者 に イ ン タ ピ ュ ー

す る 。
平成18年10月 8 日 （琉球放送 ）

開 会式典をはじめ、 県民各 々の取り組みを 紹 介 す る。
平成18年10月 12 日 16 : 00~ 16  : 54 （琉球放送）

世界各地で活躍す る ウ チ ナ ー ン チ ュ を ス タ ジ オ に
招 き 、 会場 と 繋 い で大会の模様 を 紹 介 す る 。
平成18年10月 13 日 16 : 55~ 17 : 55 （ 沖 縄テ レ ビ）

平成18年10月 5 日 ～ 13 13
沖縄テ レ ピ 46回
琉球放送 39回
琉球朝 日 放送 40回


